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 所属：独立行政法人国際協力機構 国際協力専門員（ジェンダーと開発） 
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いる（Blaikie et al. 1994; Hewitt 1997; Phillips and Morrow 2008）。脆弱性の根本的要因は、人々
の日常的な生活に根付いた権力構造であり、それによって災害が生まれるともいえる
（Blaikie et al. 1994）。従って、社会のあらゆる場に存在する不平等な力関係を変革しなけ








 そのほかの女性・平和・安全保障に関連する国連安保理決議は、1820 号（2008 年）、1888 号
（2009 年）、1889 号（2009年）、1960号（2010 年）、2106 号（2013 年）、2122 号（2013 年）。 







分配に向けて団結して行動を起こすことができると考えられている（ IRP 2009; 
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 戦略的ジェンダーニーズとは、Strategic Gender Needs のことで、ジェンダーによって構築化
された女性の従属的な立場・地位に基づく役割やジェンダー関係を変革するためのニーズを
指す。 
 – 3 – 
本報告書の構成は、以下のとおりである。第1章では、女性や周縁化されている人々の脆
弱性の要因を分析することを目的に、関連する理論・分析枠組として、ブレーキーらによる



















い（Bradshaw 2013; Flint and Luloff 2005; Oliver-Smith 1998）。脆弱性とは、「損害や損傷を




al. 2007; Blaikie et al. 1994; Enarson and Morrow 1998）。脆弱性は、ハザードに対する備えと
対処に必要な資源と権力が、こうした社会要因により異なる人々の間で不平等に分配されて

































































































って発生するとした調査結果に基づく（Blaikie et al. 1994; Turner et al. 2003）。つまり、脆
弱性の基準は、食料があるかどうかではなく、個人が食料を手に入れられるかどうかなので
ある。周縁化された人々は、社会・経済・政治的なプロセスによって、食料を全く入手でき
ないか、限られた量の食料しか入手できないのである（Blaikie et al. 1994）。 
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（Turner et al. 2003; Wisner et al. 2004）、これにより、人々が決して受け身ではなく、変化
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合わせている（Chowdhury 2001; Mitchell et al. 2007）。ほぼ全ての人々がそうした自己防衛
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握している（Rocheleau et al. 1996）。途上国の農村部には、農民たちが実行している複数の
環境保護のためのサイエンスが存在する（Rocheleau et al. 1996）。将来的に起こりうる環境
破壊や自然災害のリスクに適応するため、農村部の女性たちは土着の知識を活用している
 – 9 – 
（Agarwal 1992）。しかし、最もよく知られている環境にかかるサイエンスは、「男性」、
特に先進国の男性たちに支配されがちである（Braidotti et al. 1994）。こうした男性たちは、
女性の日常生活のなかで培われた知識を軽視する（Agarwal 1992, Harding 1987, Rocheleau et 
al. 1996, Shiva 1998）。 
シバ（V. Shiva）は、「第三世界」の女性たちが持っていた自然に関する知識が、近代科





（Braidotti et al. 1994; Rocheleau et al. 1996）。ハーディング（S. Harding）は、知り学ぶため
の別の方法は、日々の生活や女性の経験に基づくもので、その方法を通して新たな（異なる）
価値観が生まれるのだということを明確に示さなければならないと訴える（Harding 1987; 
Rocheleau et al. 1996）。 
第2に、ジェンダーだけでなく、階級、人種、文化の差によっても、人々の資源へのアク
セスや権限、また世帯やコミュニティでの資源管理に関する責任は異なる（Agarwal 1992; 
Rocheleau et al. 1996）。ジェンダーに基づく環境への責任や権利は、土地、水、樹木、動物
（家畜）等の生産資源やその質にも関連する（Rocheleau et al. 1996）。社会的に形成された
ジェンダーに基づく役割分業により、男女がアクセス・権限を持てる資源も異なる傾向にあ















している（Rocheleau et al. 1996）。これは、政府や国際機関がこうした周縁化された人々の
生計や生態系を維持するというニーズをあまり優先していないことが大きく影響している。
もし、途上国の農村部の貧しい女性や周縁化された人々が自ら声をあげなければ、誰も彼





もたらすのである（Reed and Mitchell 2003; Rocheleau et al. 1996）。 
  




さらに女性間の多様性へと移行してきた（Philipps and Morrow 2008）。一方、脆弱性に関す
る枠組や理論は、ジェンダーに基づく脆弱性により、男女がいかに異なる形で災害を経験す
るかについて深く理解するために有効的である（Philipps and Morrow 2008; Hewitt 1997）。
しかし、脆弱性の枠組や理論は、女性が脆弱であることを強調するが故に、女性が外部の救
援支援を受け身で待つだけの災害被害者であるかのような、また女性は皆同一であるかのよ
うなイメージに導く傾向にある（Bradshaw 2013; Hewitt 1997）。しかし、女性は、ジェンダ
ーだけでなく、階級、カースト、人種、民族、年齢、障害の有無等によっても抑圧されてい
るため、全ての女性が同じように脆弱なわけではない（Bradshaw 2013; Philipps and Morrow 
2008）。従って、ジェンダーと他の要因が交差しながら、資源や権限の分配を含め脆弱性及
び災害対応・復興能力がどのように形成されているかを理解することが重要である（Philipps 







ミュニティでは、包括よりも排除が生まれる傾向にある（Massey 1994; Philipp and Morrow 
2008; Young 1986）。すなわち、コミュニティがすべての人にとって平等であると捉えたり、
コミュニティ内の権力構造を深く考慮することなく、コミュニティが容易にレジリアントに
なれると見なすことは問題である。エナソンとモロー（E. Enarson ＆ B.H. Morrow）が示唆
したように、国家レベルから末端まで全てのレベルに存在する力の不平等、またジェンダー
関係を含め身近な関係性のなかでの力の不平等は、災害、脆弱性、災害対応・復興能力を理
解する上でカギとなる（Enarson and Morrow 1998）。 
災害復興に関して、新たに提唱されるようになった概念である「ビルド・バック・ベター
（build back better）」は、ジェンダー視点から見ると、変革のための機会とも捉えられる
（Bradshaw 2013）。バーン（B. Byrne）とバーデン（S. Baden）は、災害は被災した人々の
生活を根底から変えるが、反対に変革の機会にもなり得るとしている（Byrne and Baden 
1995）。一方、災害によって、災害前から存在する権力構造や不平等が露呈し、その権力構








































社会保障の一環として、条件付き現金トランスファー（Conditional Cash Transfer: CCT）
というサービスが中南米をはじめとする中所得国に導入されている。CCTの事業では、現金




























台風 地震 干ばつ 
サイクロン 地滑り 飢饉 











































ける傾向にある（Demetriades and Esplen 2008; Fothergill 1998; MacGregor 2010）。これは、
概して女性が体力的に弱いほか、ジェンダーによる固定的性別役割分業や文化的な規範・制
度によるところが大きい。1991年に発生したバングラデシュのサイクロンでは、犠牲者の
































ているが、それは目立たず無報酬の傾向が強い（Demetriades and Esplen 2008; Fothergill 
1998）。洪水後は、飲料水が不足し水汲み労働がより困難になるが、その責任を主に担って
いる女性はそれで更に負担を負うことになる（Cannon 2002, Faisal and Kabir 2005）。こうし
て女性の仕事が増えることで、女性は男性以上にストレスを抱え、それは生計向上活動をお
こなう妨げにもなる（Demetriades and Esplen 2008; Kumar-Range 2001）。しかし、女性の食
料供給者や介護者としての役割は、災害前の役割の延長線上にあり、またそれらの役割は家
庭というプライベートな場所で果たされることもあり、女性のこうした自己犠牲は当然と捉
えられるか無視される傾向にある（Bradshaw 2001, 2003; Fothergill 1998）。 
女性の被災者は、無報酬の仕事が増え収入を得る機会が限られることで、彼女たちの経済
的に不安定な状況は悪化し、夫に依存する傾向が強まる（Bradshaw 2001, 2013; Demetriades 
and Esplen 2008）。バングラデシュの洪水による収穫物や家畜の損失は、多くの女性が加工
食品の生産、牛の飼育、養鶏などに生計を依存していたため、こうした女性に圧倒的に大き
な影響を与えた（Baden et al. 1994）。家を失うことで、元々自宅で小さな家内ビジネスをし

















的ハラスメントや暴力の被害を受けやすい（Philipps and Morrow 2008）。 
女性の婚姻形態は、女性が災害から経済的に復興する上で影響を与える要因となる
（Bradshaw 2013）。津波後、スリランカの家父長制社会では、多くの寡婦は、亡くなった
夫が元々法的に所有していた財産を取り戻すことができなかった（Oxfam 2005; Rosa 2005）。
それは、夫の男兄弟、あるいは親戚が財産相続の権利を主張し、寡婦たちは排除されたから
である（Oxfam 2005; Rosa 2005）。津波後、寡婦たちは、家族の登録等が戸主である夫の名
前のみでおこなわれていたため、自分たちの名前を確認する手段が提示できず、支援金や食
料支援を受け取ることも困難であった（Oxfam 2005）。同様に、アフリカの飢饉の後の緊
急支援では、男性世帯主世帯が食料支援のモデルと想定されていた（Bolin et al. 1998）。こ
うした緊急支援は、女性世帯主や寡婦、及び夫と別居した女性たちに特別な配慮をすること



































る（Mitchell et al. 2007）。ほかの女性農民は、生計手段の多角化を図るために農業普及員、








（Buvinic 1999）。更に、セラットヴィナス（C. Serrat Vinas）によると、1985年のメキシコ
市地震の後、女性たちは非常に積極的にコミュニティの組織化を図り、強制移住には抵抗し、
住宅問題に対して運動も起こした（Momsen 1991; Enarson 2008; Serrat Vinas 1998）。以上の
ことから、女性を受け身の受益者とする固定的なイメージを壊し、災害復興の取組を通して
女性の役割を変えていくことが重要であるといえる。  






























                                                        
8
 http://www.un.org/ga/search/view_doc.asp?symbol=s/res/1325%20(2000) 
（最終アクセス 2015 年 12 月 22 日） 
9
 http://www.un.org/ga/search/view_doc.asp?symbol=s/res/1820(2008) 
（最終アクセス 2015 年 12 月 22 日） 
10
 フィリピン及びスリランカの現地調査を実施した JICA の調査団は、田中由美子（JICA 国際
協力専門員）及び野々口敦子（（株）日本開発サービス主任研究員）から構成される。小林
秀弥 JICA 企画部参事役は、スリランカの第 1 次現地調査の一部に参加した。また、フィリ
ピンの現地調査では Ms. Kasheana Alexa Yillarama が通訳として参加した。スリランカの現地
調査では Mr. Mohideen Nowzath が第 1 次、第 2 次調査の通訳として、また Mr. Christine Croos
及び Mr. Sasanka Mendis が第 1 次現地調査の通訳として参加した。 
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Philippines-Islands-Map.htm（最終アクセス 2017 年 1 月 27 日） 
図3.4.1 フィリピンの地図 
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1. 被災者数 1,600 万人 
2. 死者 6,300 人 
3. 負傷者数（2014 年 4 月 17 日現在） 28,689 人 
4. 行方不明者数（2014 年 4 月 17 日現在） 1,061 人 
5. 移転者 410 万人 
住宅被害件数 110 万世帯 
総被害額（2014 年 4 月時点、NDRRMC） USD20 億 
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 https://www.usaid.gov/sites/default/files/documents/1866/philippines_ty_fs22_04-21-2014.pdf 
(Accessed November 20, 2015) 
13
 http://reliefweb.int/sites/reliefweb.int/files/resources/MA007_AffectedPopulationRegion_v01-300 
dpi.pdf (Accessed December 18, 2015) 




期間 2014 年 2 月 1 日～2016 年 10 月 31 日 
相手政府機関 NEDA 及び DPWH 
目標 災害に強い社会を実現する 
成果 1) 被災住民及び地方政府を支援する 
2) 台風ヨランダから復興し、災害に強い社会・コミュニティを作る 
3) 成果目的を達成するために開発調査を実施する 

















タクロバン 221,174 138 2,496 台風、高潮等 
トロサ 17,921 15 n.a. 台風、高潮、洪水、土壌侵食等 
タナウアン 50,119 54 1,252 台風、高潮、火山噴火等 
パロ 62,727 33 1,089 n.a. 
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 https://psa.gov.ph/sites/default/files/attachments/hsd/pressrelease/Eastern%20Visayas.pdf（最終アク
セス 2015 年 11 月 20 日） 













タングハス 2015.7.8 女性 6 地元魚（Bangus）の加工 有 
ブラク 2015.7.8 女性 6 野菜魚ヌードル 有 
テレグラフォ 2015.7.8 女性 5 豚肉のミートローフ 有 
オロット 2015.7.9 女性 9 ソーセージ（longanisa） 有 
- 2015.7.10 女性 4 WFS のファシリテーター 無（UNFPA/ DSWD） 










2015.7.13 女性 9 地元魚（Bangus）の加工 有 
カンバヤン 2015.7.14 女性 6 地元魚（Bangus）の加工 有 
ブラク 2015.9.25 男性 5 - 
JICA の支援を受け
ている女性たちの夫 
サンロケ 2015.9.25 女性 16 国家事業 4Ps の受益者 無 
- 2015.9.25 女性 8 BANIG のメンバー 無 
注： 合計 79 人女性と 7 人の男性 
出典： FGD の記録を基に筆者作成 
 
  




















2 - 6 
トロサ ブラク 
（女性 8） 






51 - 57 n.a. n.a. 3 - 6 
トロサ オロット 
（女性 9） 
35 - 65 n.a. 主婦、洗濯業、労働者、
小売店経営 
0 - 8 
トロサ WFS の 
ファシリテーター 
（女性 4） 
na na na na 
パロ WFS ファシリ 
テーター 
（女性 7） 




na na na na 
タナウアン セント・クルーズ 
（女性 9） 





2 - 5 
バセイ カンバヤン  
（女性 6） 





0 - 5 
トロサ ブラク  
（男性 5） 








0 - 7 
トロサ サンロケ 
（女性 18） 
na na na na 
バセイ （女性 8） na na na  
出典： FGD の記録を基に筆者作成 
注： 79 人の女性と 7 人の男性のうち、記録がある参加者についてのみ記載 






























1. 被災者数 1,019,306 人 
2. 死者数 35,399 人 
3. 負傷者数 23,176 人 
4. 行方不明者数 未特定 
5. 移転者数 480,000 人 
損壊世帯数 114,069 世帯 
総被害額 13 億 1,650 万 US ドル 
出典： International Recovery Platform17 
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（最終アクセス 2015 年 12 月 20 日） 























qYKHfajDX0QsAQIGg#imgrc=bUneYuaPDRVZsM%3A（最終アクセス 2015 年 12 月 20 日） 




期間 2006 年 9 月～2009 年 9 月 




主要活動 1) 研修を実施するとともに、女性組合と連携して生計向上活動を実施する 
2) 住民間の社会的な結びつき（絆）を強める 
3) 住民参加型のコミュニティ開発のために、地方政府職員の研修を実施する 









成果 パイロット事業の対象地域で、コミュニにおける DRR 活動を中心とした災
害管理モデルのシステムが構築される 
主要活動 1) リーダーシップや調整能力強化のため、DMC 職員の研修をおこなう 
2) 地滑り災害のより良い管理のため、関係機関の能力強化をおこなう 
3) パイロット事業の対象地域で、備えや早期警報に関連する活動を実施する 
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表3.4.9 スリランカの調査サイトの概要 






































































































① Alsafa Group 5 女性 10 人 ムスリム 2015.7.31 T-CUP by JICA 
   ② Zahira Group 2 女性 5 人 ムスリム 2015.7.31  
   ③ Malarom Moddukal 女性 8 人 タミール 2015.7.31  
   ④ Sevanthi Women’s Group 女性 7 タミール 2015.7.31  
   ⑤ RDS  男性 3 人 タミール 2015.8.1  
   ⑥ Arna Group 4 女性 5 人 ムスリム 2015.8.1  





⑧ 村の DMC（EC） na シンハラ 2015.8.4 DiMCEP by JICA 
   ⑨ 女性組織のメンバー 女性 20 人 シンハラ 2015.8.4  







⑩ 女性組織のメンバー na タミール 2015.10.14  by SWDC 
  ヴィラ 
ヴァツ 
⑫ 村の DMC 女性 13 人 
男性 4 人 
タミール 2015.10.14 by Oxfam 
  カラヴェ 
ティ 
⑬ 女性組織のメンバー 女性 12 人  タミール 2015.10.15  
出典： FGD の記録を基に筆者が作成 
 












































































ョナルマシナリであるフィリピン女性委員会（Philippin Commission on Women: PCW）も
参加しているほか、市民社会の代表として、災害予防センター（Center for Disaster 
Preparedness: CDP）、ワールド・ビジョン（World Vision）、プラン・インターナショナ
ル（Plan International）が参加している。国防軍下の民間防衛事務所（Office of Civil Defense: 

















































 名称 ジェンダー/DRR の組み込み状況 
DRR 関連法 災害リスク削減管理法 
（2010 年） 
（共和国法 10121 号） 
セクション 2 に女性の固有の知識の活用、女性の
人権の保護、女性の安全等が記載されている。 
セクション 11 で市・町の DRRMC にジェンダ
ー・フォーカルポイントを任命している。 
ジェンダー政策 女性のマグナカルタ 































































































に対応したバリュー・チェイン分析（Gender Responsive Value Chain Analysis）」に基づく「偉
大なる女性のプロジェクト（Great Women Project）」を実施している。 









































































































































（2015 年 7 月撮影） 
タクロバン市の仮設住宅 
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啓発と技術訓練の両方を修了すると、技術訓練を提供したTESDA（Technical Education 


































                                                        
20
 共和国法令（第 7796 号）によって設立された国立の職業訓練機関。労働者の雇用促進を目的
に技術向上プログラムの計画と実施を地方政府との連携の下おこなっている。 




























































































































（2015 年 7 月撮影） 
JICAがトロサの女性組
織に供与した生産機材 
（2015 年 7 月撮影） 
JICA がトロサの女性組織に 
供与した生産機材 
（2015 年 7 月撮影） 
  
タナウアンの女性組織が加工した 
地元魚（bangus）の製品（2015 年 7 月撮影） 
トロサの女性組織が生産する野菜魚 
































バナー（2015 年 9 月撮影） 
JICA が支援するタナウアンの女性組織が 
加工した地元魚の製品 
































































































































































（2015 年 7 月撮影） 
NGO の支援を得てパロの女性グループが作
成したコミュニティのハザード・マップ 

















1) 中央 国家災害管理委員会（NCDM）（大統領が議長） 
災害管理調整委員会（DMCC）（災害管理省の次官が議長） 
2) 地方（県・郡） 県災害管理委員会（DMC）（知事が議長） 
郡DMC（郡政府次官が議長） 




1) 政策 災害管理省（MDM） 
2) 実施 国家災害管理センター（NDMC）及び国家災害緊急救援
センター（NDERC） 
3) 研究・テクノロジー 国家建設研究所（NBRO） 
予算：国家／地方 災害基金等の特別な予算はなし 
出典： キーインフォーマント・インタビューの記録を基に筆者が作成  








































 名称 ジェンダー/DRRの組込み状況 
DRR関連法 スリランカ災害管理法 













ジェンダー政策 女性憲章（1993） DRRの記載なし 

















管理計画（2014-2018）（National Comprehensive Disaster Management Plan）の策定、及








































































（2015 年 8 月撮影） 
トリンコマリー県のニラベリ村の 
津波被災地域 
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Box 4.2.1 日本スリランカ友好村の突出したムスリム・ビジネスウーマンの 
ストーリー 















Box 4.2.2 苦労しているムスリム女性のストーリー 
女性組合の貯金・マイクロファイナンス活動のために組織化されたミンハ女性グ









































































































































ベースのハザード・マップ（2015 年 8 月撮影） 
JICA が提供した情報センターの建物 












































バティカロアの SWDC 事務所 
（2015 年 10 月撮影） 
バティカロアの Oxfam 事務所 

































のハザード・マップ（2015 年 10 月撮影） 
ヴィラヴェドュワニ村の給水を待つ 
タンクの列（2015 年 10 月撮影） 
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表4.3.1 調査結果の概要 
調査結果  フィリピン  スリランカ 
地域／県 
主要災害 
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調査結果  フィリピン  スリランカ 
地域／県 
主要災害 
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調査結果  フィリピン  スリランカ 
地域／県 
主要災害 
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表4.3.2 将来のDRR事業の留意点と可能な取組みの例 
プロジェクト 
・サイクル 重視する点 実際の取り組み/行動 




































 女性を GBV/VAWC から保護する取り組みも
活動の中に取り入れ、男女を対象におこなう。 












































































































































































































































                                                        
21
 女性、平和、安全に関連する他の決議は、1820 号（2008 年）、1888 号（2009 年）、1889 号
（2009 年）、1960 号（2010 年）、2106 号（2013 年）、及び 2122 号（2013 年）。 
22
 JICA のジェンダー平等・貧困削減推進室が 2016 年 2 月に NAP の実施方法にかかる調査を実
施した。 
































 – 87 – 
引用・参考文献 
Adger, W. Neil et al. 2007. “Assessment of adaptation practices, options, constraints and capacity.” 
Chapter 17 in the IPCC’s Fourth Assessment Report, pp. 719-743. 
Agarwal, Bina. 1992. “The Gender and Environment Debate: Lessons from India.” Feminist Studies 
18(1): 119-158. 
Agarwal, Bina. 2001. “Participatory Exclusions, Community Forestry, and Gender: An Analysis for 
South Asia and a Conceptual Framework.” World Development 29(10): 1623-1648. 
Anderson. M. 2011. Disaster Writing: The Cultural Politics of Catastrophe in Latin America. 
Charlotesville, VA: University of Virginia Press. 
Anderson, M. and Woodrow, M. 1989. Rising from the Ashes: Development Strategies in Times of 
Disasters. Boulder, CO: Lynne Rinner Publishers. 
Baden, S., C. Green, A.M. Goetz, and M. Guhathakurta. 1994. “Background report on Gender Issues 
in Bangladesh.” BRIDGE Report 26. Brighton, UK: Institute of Development Studies (IDS) at 
the University of Sussex. 
Bari, Sona. 1992. “How Women Cope: Women in the Aftermath.” In From Crisis to Development: 
Coping with Disasters in Bangladesh, edited by Hameeda Hossain et al., 55-58. Dhaka: 
University Press Ltd. 
Blaikie, Piers, Terry Cannon, Ian Davis, and Ben Wisner. 1994. At Risk: Natural Hazards, People’s 
Vulnerability, and Disasters. London: Routledge. 
Bolin, Robert, Martina Jackson, and Allison Crist. 1998. “Gender Inequality, Vulnerability, and 
Disaster: Issues in Theory and Research.” In The Gendered Terrain of Disaster: Through 
Women’s Eyes, edited by Enarson and Morrow, 27-44. Westport, CT: Praeger Publishers. 
Braidotti, Rosi, Charkiewicz, Ewa, Hausler, Sabine, and Wieringa, Saskia. 1994. Women, the 
Environment and Sustainable Development: Towards a Theoretical Synthesis. London, UK; 
New Jersey, USA: Zed Books. 
Bradshaw, Sarah. 2001. “Reconstructing roles and relations: women’s participation in reconstruction 
in post-Mitch Nicaragua.” Gender and Development 9(3): 79-87. 
Bradshaw, Sarah. 2013. Gender, Development and Disasters. Cheltenham, UK: MPG Print Group. 
Bradshaw, Sarah, and A. Arenas. 2004. “Analisis de genero en la evaluacion de los efectos 
socioeconomicos de los desastres naturales.” Comision Economica para America Latina y el 
Caribe (CEPAL), Serie Manuales 33. 
Byrne, B., and S. Baden. 1995. “Gender, emergencies and humanitarian assistance.” BRIDGE 
Report, No. 35. Brighton, UK: IDS at the University of Sussex. 
Buvinic, M. 1999. “Hurricane Mitch: Women’s needs and contributions.” Inter-American 
Development Bank, Sustainable Development Department, Technical Papers Series. 
 – 88 – 
Cannon, Terry. 2002. “Gender and climate hazards in Bangladesh.” In Gender, Development and 
Climate Change, edited by Rachel Masika, 10-20. London: Oxfam. 
Chowdhury, Mahjabeen. 2001. “Women’s Technological Innovations and Adaptations for Disaster 
Mitigation: A Case Study of Charlands in Bangladesh.” Paper prepared for DAW/ISDR Expert 
Group Meeting on “Environmental Management and the Mitigation of Natural Disasters: a 
Gender Perspective,” Ankara, Turkey, November. 
Cope, M. 2002. “Feminist epistemology in geography.” In Feminist Geography in Practice: 
Research and Methods, edited by P. Moss, 43-56. Malden, MA: Blackwell. 
Creswell, John W. 1997. Qualitative Inquiry and Research Design: Choosing among Five 
Traditions. Thousand Oaks, London, New Delhi: Sage Publications, Inc. 
Demetriades, J. and Esplen, E. 2008. “The Gender Dimensions of Poverty and Climate Change 
Adaptation.” IDS Bulletin 39(4): 24-31. 
Drabek, T. 1986. Human Systems Response to Disaster. London: Pergamon. 
Enarson, Elaine. 2008. “Women and Housing Issues in Two U.S. Disasters: Case studies from 
Hurricane Andrew and the Red River Valley flood.” In Women and Disasters from Theory to 
Practice, edited by Philipps and Morrow, 155-181, Bloomington, IN: Xlibris Corporation. 
Enarson, Elaine, and B.H. Morrow (ed.). 1998. The Gendered Terrain of Disasters: Through 
Women’s Eyes. Westport, CT: Praeger Publishers. 
Faisal, I. M., and M.R. Kabir. 2005. “An Analysis of Gender-Water Nexus in Rural Bangladesh.” 
Journal of Developing Societies 21(1-2): 175-194. 
Flint, M. and A. E. Luloff. 2005. “Natural resource-based communities, risk and disaster: An 
intersection of theories.” Society and Natural Resources 18: 399-412. 
Fordham, Maureen. 2008. “The Intersection of Gender and Social Class in Disaster: Balancing 
Resilience and Vulnerability.” In Women and Disasters from Theory to Practice, edited by 
Phillips and Morrow, 75 - 99, Bloomington, IN: Xlibris Corporation. 
Fothergill, Alice. 1996. “Gender, Risk and Disaster.” International Journal of Mass Emergencies 
and Disasters 14: 22-56. 
Fothergill, Alice. 1998. “The Neglect of Gender in Disaster Work: An Overview of the Literature.” 
In The Gendered Terrain of Disaster: Through Women’s Eyes, edited by Enarson and Morrow, 
11- 25. Westport, CT: Praeger Publishers. 
Gelles, Richard J. 1997. Intimae Violence in Families. Thousand Oaks, CA: Sage Publications. 
Harding, Sandra. 1987. Feminism and Methodology: Social Science Issues. Bloomington, IN: 
Indiana University Press. 
Hewitt, K. 1997. Regions of Risk: A Geographical Introduction to Disasters. Harlow, UK: 
Longman. 
 – 89 – 
Ikeda, Keiko. 1995. “Gender Differences in Human Loss and Vulnerability in Natural Disasters: A 
Case Study from Bangladesh.” Indian Journal of Gender Studies 2(2): 171-193. 
IRP. 2009. “Gender Issues in Recovery - Executive briefs for recovery: Extracts from key 
documents series.” Compiled by IRP as key documents series in Oct. 2009. Available at 
http://www.recoveryplatform.org/assets/tools_guidelines/Gender%20Issues%20in%20Recover
y-irp-V.pdf. (Accessed September 23, 2016) 
Kabeer, Naila. 1999. “Resource, Agency, and Achievement: Reflections on the Measurement of 
Women’s Empowerment.” Development and Change 30: 435-464. 
Khondker, H. H. 1996. “Women and Floods in Bangladesh.” International Journal of Mass 
Emergencies and Disasters 14(3): 281-292.  
Kumar-Range, Shubh. 2001. “Environmental management and Disaster Risk Reduction: A Gender 
Perspective.” Paper prepared for DAW/ISDR Expert Group Meeting on “Environmental 
Management and the Mitigation of Natural Disasters: a Gender Perspective,” Ankara, Turkey, 
November. 
Lipman-Blumen, Jean. 1984. Gender Roles and Power. Englewood Cliffs, NJ: Prentice-Hall. 
Lovekamp, William E. 2008. “Gender and Disaster: A synthesis of flood research in Bangladesh.” In 
Women and Disasters from Theory to Practice, edited by Philips and Morrow, 99-116, 
Bloomington, IN: Xlibris Corporation. 
MacGregor, Sherilyn. 2010. “Gender and climate change’: from impacts to discourses.” Journal of 
the Indian Ocean Region 6(2): 223-238. 
Massey, Doreen. 1994. Space, Place and Gender. Cambridge: Polity. 
Mitchell, Tom, Thomas Tanner, and Kattie Lussier. 2007. “We Know What We Need: South Asian 
Women Speak out on Climate Change Adaptation.” written by actionaid, UK. Available at 
http://www.ids.ac.uk/files/dmfile/ActionAid_IDS_Report_We_know_what_we_need1.pdf 
(Accessed September 23, 2016) 
Momsen, Janet. 1991. Women and Development in the third world. London: Routledge. 
Morrow, Betty Hearn, and Elaine Enarson. 1994. “Making the Case for Gendered Disaster 
Research.” Paper presented at the Eighth World Congress of Sociology, held in Bielefeld, 
Germany on July 17-23. 
Morrow, Betty Hearn, and Elaine Enarson. 1996. “Hurricane Andrew Through women’s Eyes: 
Issues and Recommendations.” International Journal of Mass Emergencies and Disasters 14: 
5-22. 
Oliver-Smith, A. 1998. “Global changes and the definition of disaster” In What is a Disaster? 
Perspectives on the Question, edited by E.E. Quarantelli, 177-194, London and New York: 
Routledge. 
Oxfam International. 2005. “The tsunami’s impact on women.” Oxfam Briefing Note March. 
 – 90 – 
Phillips, Brenda D., and Betty Hearn Morrow (ed.). 2008. Women and Disasters from Theory to 
Practice. Bloomington, IN: Xlibris Corporation. 
Reed, Maureen, and Bruce Mitchell. 2003. “Gendering Environmental Geography.” Canadian 
Geographer 47(3): 318-337. 
Rocheleau, D., B. Thomas-Slayter, and E. Wangari. 1996. Feminist political ecology: Global issues 
and local experiences. New York: Routledge. 
Rosa, Kumudhini. 2005. Voices from the Wave. Colombo, Sri Lanka: Fast Print (pvt) Ltd. 
Sen, Amartya. 1981. Poverty and Famines: an Essay on Entitlement and Famines. Oxford: 
Clarendon Press. 
Sen, Amartya. 1985. “Well-being, Agency and Freedom.” The Journal of Philosopy 132(4): 
169-221. 
Sen, Amartya. 1990. “Gender and Cooperative Conflict.” In Persistent Inequalities: Women and 
World Development, edited by I. Tinker, 123-149, Oxford: Oxford University Press. 
Sen, Amartya. 1991. Development as Freedom. New York: Oxford University Press. 
Serrat Vinas, Carolina. 1998. “Women’s Disaster Vulnerability and Response to the Colima 
Earthquake.” In The Gendered Terrain of Disaster, edited by Enarson and Morrow, 161 - 172, 
Westport, CT: Praeger. 
Shiva, Vandana. 1988. Staying Alive: Women, Ecology, and Development. London: Zed Books Ltd. 
and New Delhi: Kali for Women. 
Skutsch, M. et al. 2004. “Mainstreaming Gender into the Climate Change Regime.” Paper prepared for 
Conference of the Parties (COP) 10 held in Buenos Aires from Oct. 18 to Oct. 29. 
Turner, B. et al. 2003. “A Framework for Vulnerability Analysis in Sustainability Science.” The 
Proceedings of National Academy of Sciences 100(4): 8074-8079. 
UNDAW. 2004. Women2000 and Beyond: Making Risky Environments Safer: Women Building 
Sustainable and Disaster-Resilient Environments. New York: UNDAW. 
Wisner, Ben, Piers Blaikie, Terry Cannon, and Ian Davis. 2004. At Risk Second Edition: Natural 
Hazards, People’s Vulnerability and Disasters. London, New York: Routledge. 
Yin, Robert K. 2003. Case Study Research: Design and Methods. Thousand Oaks, CA: Sage 
Publications, Inc. 
Young, Iris Marion. 1986. “The Ideal of Community and the Politics of Difference.” Social Theory 
and Practice 12(1): 1-26. 
 
